
れ
以
上
匠
上
力
っ
た
と
昏
は
気
管
支

案
全
部
を
原
案
の
辿
可
決
閉
｛
h

た

戦

只

の

給

与

改

訂

分

申
請
の
手
続
昏
は
、
本
人
又
は
、
代
〇
．
肺
炎
に
移
行
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

一

、

昭

和

四

十

五

年

度

肱

川

町

歳

入

歳

・

得

特

別

会

計

条

例

の

制

定

。

ろ

も

の

。

j

書
人
忙
よ
り
、
次
の
書
類
が
必
要
で
す

ま
す
か
ら
警
戒
を
要
し
ま
す
。

出

決

算

の

認

定

匠

つ

い

て

．

0

将

来

町

が

土

地

を

取

得

す

る

た

め

醗

会

研

修

費

―

―

l
O
0千
円

印

申

請

書

参

部

i

・
カ
ゼ
を
ひ
い
た
た
と
思
っ
た
ら
、

0
一
般
会
計
。
特
別
会
計
の
決
算
状
．
の
基
金
と
し
て
、
一
千
万
円
を
珪
金
士
地
開
発
堪
金
繰
出

i
口
申
柄
地
の
土
地
登
記
簿
謄
本
壱
通
i

早
く
安
静
に
し
て
早
く
た
お
し
て
し
i

．
と
し
て
、
特
別
会
計
を
設
け
、
運
用
・

9

9

-

0

、
0
0
0
千
円

況
は
別
表
の
通
り

"
0
狩
猟
す
る
と
昏
以
外
は
、

・り
If

位

置

見

取

医

参

部

ま
う
こ
と
。
こ
れ
を
怠
る
と
十
中
八
~

二
、
肱
川
町
大
字
宇
和
川
の
小
字
の
廃
[
す
ス
ご
J

と
に
な
る
o

・
.
＇
敷
水
集
会
所
新
築
工
挙
関
係
●

．
~
，
~
ヽ

0
[

装
て
ん
し
左
い
。

＂

地

番

地

目

図

又

は

野

取

固

．

。
九
ま
で
気
管
支
炎
を
続
発
し
ま
す

四

、

肱

川

町

マ

マ

と

ぼ

く

の

広

場

設

置

二

、

百

0
0
千

円

」

L

止
匠
つ
い
て

参
部
．

せ
き
の
薬
と
し
て
P

サ
ル
フ
ア
剤
‘
.
0
銃
を
携
帯
、
連
搬
す
る
と
登
は
、

0

地

籍

調

査

の

結

果

小

字

を

廃

止

す

．

条

例

の

制

定

。

児

章

手

当

六

六

0
千

円

．

[

0

大

谷

地

区

久

保

、

宇

、

3
5
I
I

写

其

弐

枚

[

抗
生
物
質
な
ど
を
与
え
ま
す
が
、

i

か
な
ら
ず
、
お
森
い
を
か
ぶ
せ
る

~
鹿
野
川
簡
易
水
道
拡
張-

｀

2
〗
隣
接
地
関
係
者
の
同
意
書
参
部

[
9
,
.

．

必

ず

医

師

の

診

断

に

よ

る

こ

と

。

．

、

内

容

器

に

入

れ

る

。

一

和

川

地

区

通

野

尾

の

「

・

一

一

万

八

一

千

円

．

‘

（
隣
接
地
が
農
地
の
場
合
）

パ
）
発
射
す
る
と
経
は
、
矢
先
き
を
確
―

熱
が
な
く
、
せ
含
や
ク
ン
が
わ
ず

ち
び
っ
こ
」
広
場
陀
、
．
士
地
改
良
委
託
料
九
七

0
千
円

詳
し
い
こ
と
の
問
合
せ
は
、
農
業
委

か

に

残

っ

て

い

る

程

鹿

な

ら

、

外

出

[

-

県
の
助
成
を
受
け
て
各
．
国
土
鯛
賓
委
託
料
八
九
二
千
円

員

会

へ

、

ご

連

絡

下

さ

い

。

ぃ

認

す

る

。
年
吋
は
マ
ス
ク
を
か
け
て
気
管
支
を
保
[

種
施
設
を
設
け
ろ
こ
と
[
観
光
診
断
委
託
料
-
天
い

O
千
円

に

左

る

。

町

道

白

石

線

整

備

―

―

-
0
0
千

円

尺

図

膚

沙

心

護

し

ま

す

。

．

り

銃

は

堅

固

な

保

管

庫

に

、

鍵

を

か

ぃ‘,I{
＼刈

お

し

ら

せ

）

，

（

バ

/

せ

窒

や

、

タ

ン

が

あ

ま

り

長

く

続

i

け
、
銃
と
た
ま
は
別
々
保
管
す
る

在

、

肱

川

町

児

童

手

当

法

知

者

木

防

火

水

そ

う

工

事

費

・

¥
／
（
：
く
場
合
は
、
く
わ
し
い
検
査
を
受
け

の

施

行

匠

伴

い

、

町

の

．

刊

七

0
千
円

{
て
み
て
＜
誓
[
。

i

児
童
手
当
と
重
腹
す
ろ
[
給
食
セ
ン
タ
I
特
別
会
酎
繰
出
金
~

部
分
を
改
正
整
理
し
た

o
j

六
百
万
千
円
~
一
、
妊
婦
健
康
相
談

．＂＂牙'.• 
t;・・ 

し
と
壱
。
二
月
二
十
―
―
一
日
、
午
前
十
時
＇
（
ぃ

、
肱
川
町
学
校
給
食
セ
~
小
学
校
佃
品
購
入
可
二
百
千
円

．
忍
婚
洒
．
ぶ
~

i
T
g
 ．．
 
心．．s

．
十
一
時
三
十
分
ま
で

ン
タ
ー
使
用
条
例
の
一
工
ー
、
牌
別
会
計
補
正
予
算

部
改
正
~
0
農
業
共
済
特
別
会
酎
工

J
こ
ろ
。
公
民
餌
健
康
相
談
室
．

—~ 
◎
 

0
給
食
原
料
の
価
上
り
i

四

二

二

千

円

・

陀
よ
り
、
給
食
料
を
+
[
簡
易
水
道
特
別
会
計
~
二
、
乳
児
健
康
相
談

三
、
九
四
百
千

mの
4

丁
と
苔
ご
一
月
二
十
三
日
、
午
後
一
時
ー
[

二
月
か
ら
中
学
生
万
十
ぃ

二
円
を
六
十
円
尻
、
小
~
う
ち
ニ
―
一
時
注
で

•
一

：
と
こ
ろ
。
公
民
館
健
康
相
談
室

学
生
四
十
五
円
を
有
十
~
一
般
会
計
へ
繰
出
金

宜
円
に
改
め
、
月
額
九
~
·
―
―
-
、
八
百

0
千
円
嘉

5
当
者

カ
月
か
ら
森
誕
生
注
で
の
赤
ち
~

百
円
を
千
円
門
八
百
~
給
食
セ
ン
ク
ー
事
業
会
計
補
正
～
五
旦

①
 

円
を
九
百
円
匠
改
め
る
。
~
ニ
四
八
千
円
~
ゃ
ん

但
し
小
学
生
の
月
額
は
i

特
別
会
酎
補
正
は
、
そ
の
殆
ん
ど
；
て
の
他
希
望
者

別 表

昭和45年度 肱川町歳孜詞出決算

□：ー一計 ーゲ1J
- 」
一般会計

国保会計

簡易水道会計

別 I農業共済事業会計
給食センター会計

歯科診療所会計

計戸:こ；二盃『
観光開発事業会計

合、．．計

歳 入

307,841.435 

62,663,878 

特

会

1.326. 337 

7,652,907 

14.267.4{s9 

1. 2n1. 930 

2,956.555 

25,478 
ー・

1 397,996. 009 

歳出 差引繰越額
297. 718,197 I 10. 123,238 

52, 551. 818 I 10, 112, OEiO 

1. 164, 116 I rn2, 221 

5,569,349 I 2,083.558 

13,537,022 I 730,467 

918. 112 1 343. 758 

2, 5戸口8,638 
_ 25, 478 1 ---1 . 0 : 

374,002,069 ~ 

十—土4. し- 9 9, ．. 

二第
月七

+ + 
六八
日回
招肱
集川
り‘町
二議
十会
日定
次例
しの会
職は
゜
別‘る
メ
コ公：
＋。
9. 

計地
条開
例発
の連；

一金
部条
改例
正の
‘制
土定
地‘
取特

第
七
十
八
回

． 9 9 9 9 9, 9 9 9 9 9,  

ル山貫
肱
川
町
議
会
定
例
会
終
る

発行

川町

16 

Tin {工
7212 
編集
総務課
1 9 7 2。1。20日号

肱

四
月
よ
り
適
用
す
る
。

：
七
、
職
員
の
給
与
陀
関
す
る
条
例
の
一

[

部

改

正

~
0
国
家
公
務
昌
に
対
す
る
改
訂
匠
準

．
じ
て
、
町
戦
員
の
給
与
も
改
訂
す
る
。

．
八
、
町
闘
全
咽
負
の
報
酬
及
び
費
用
弁

[
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
~

0
期
末
手
当
ニ
ヶ
月
分
を
三
ヶ
月
分
．

~
に
改
め
る
。

九
、
昭
和
四
十
六
年
度
肱
川
町
一
般
会
．

~
酎
補
正
予
笥

0
補
正
額
一
三
一
、
七
万

0
千
円

累
酎
二
八
八
、
二
万

0
千
円

i

を
除
き
主
な

股
地
を
宅
地
や
、
植
林
に
す
る
場
合

に
は
、
農
業
委
員
会
を
通
じ
て
、
県
知

乱
手
の
許
可
を
受
け
て
下
さ
い
。

農
地
を
宅
地
や

林
地
に
す
る
と
ぎ
は

許
可
申
請
の

手
続
ぎ
を
し
て

下
さ
い

ピーロ
火 I

た
注
を

た
い
。

[
肺
の
中
で
吸
う
息
の
通
路
と
な
る

気
管
支
の
内
面
に
、
細
菌
や
ピ
ー
ル

[
ス
の
感
染
が
お
こ
っ
て
炎
症
を
装
こ

し
た
病
気
で
す
。

•
主
な
症
状
は
せ
き
と
た
ん
、
は
じ

め
は
せ
き
が
主
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん

タ
ン
が
多
く
な
り
き
す
。

熱
は
あ
ま
り
出
ず
、
出
て
も
三
七

度
五
分
く
ら
い
ま
で
、
こ
の
熱
が
そ

ヽ
a

0
銃
を
手
忙
し
た
と
き
は
力
な
ら

[
ず
‘
た
主
の
有
無
を
た
し
か
め
る
。

:
0
銃
口
を
、
人
の
い
る
方
向
匠
向
け

ま
す
。

ハ
ン
ク
ー
の
み
な
さ
ん
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
、
狩
猟
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
、
不
注
意
が

大
苔
い
事
故
を
．
、
ひ
き
ぢ
こ
し
て
い

ハ
ン
タ
ー
の

み
な
さ
ん
に
お
願
い

が
給
与
改
訂
で
あ
る
。

ロ
気
管
支
炎
の
注
意



ー

町
！

）
 

、12月のでぎ-

1 2月 日

日

日

1

2

6

 

7日

9日

1 0日

1 1日

文~

1 3日

1辺日

l 5日

1 6日

l 7日

1, 8日

日

日0
1
 

2

2

 

2 2日

2 5日

2 6---o 0 日

防火デー

肱川町観光開発審議会

林業クラプ研修会

民生児童委員会

町内保母領域別グループ部会

II教育を語る II 座談会

インフルエンザ予防注射

（肱川中学校）

観光開発審艤会

郡内人権相談委員研修会

インフルエンザ予防注射

^ （正山小学校）

農業委負会

町内校長会

インフルエンザ予防注射

（中野小学校）

インフルエンザ予防注射

（大谷小学校）

母子役員会

2オ児検診（公民飼）

インフルエンザ予防注射

（肢川中学校）

肱川教研球技グループ研修

乳牛品評会（大谷地区）

第78回町議会定例会

妊婦検診（公民館）

民族資料委員会

インフルエンザ予防注射

（予子林ぃ岩谷小学校）

諮会総務委員会

真向法体操購習会

議会本会議

部落長会

育児学校（大谷生改センター）

桜苗配付（町内一円）

辺地診療（中居谷集会所）

中小企業振興資金融資審査会

インプルエンザ予防注射

（予子林。岩谷小学校）

大谷地区酪殷研究会

（影地集会所）

消防団夜警巡視

肱

川

町

戦

員

一

同

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新
年
あ
け
ま
し
て

昭
和
四
十
七
年
元
旦

.．．．．．. 

ニ
四

一
号
の
採
取
法

昨
慶
の
場
研
修
の
実
績
に
よ
る
と

．
廻
り
が
非
常
忙
悪
く
、
生
産
量
半

i

減
の
原
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

・
適
期
に
元
切
り
し
た
、
し
い
た
け
原
~
丁
玉
切
り
は
急
が
ず
、
裸
伏
せ
を
原
則

木
は
一
月
か
ら
二
月

V
Cか
け
て
、
杢
切
~
雨
量
も
多
く
暖
か
い
今
日
此
頃
、
」
陀
考
え
、
作
業
を
進
め
て
下
さ
い
。

り
の
時
期
と
な
り
ま
す
。
適
期
伐
採
、
~
二
卯
一
号
が
沢
山
発
生
し
て
い
ま
す
。
.

適
期
玉
切
り
さ
れ
た
原
木
は
蒔
積
み
と
ニ
―
圃

l
は
出
来
る
だ
け
若
取
虹
じ
て
~

し
5

た
け
原
木
の
乾
燥
が
適
当
で
あ
し
、
乾
き
過
智
や
、
澄
気
過
ぎ
の
た
い
冬
茄
陀
し
て
下
さ
い
。
特
忙
雨
の
多
い

る

か

ど

う

か

を

調

べ

る

方

法

は

次

の

と

よ

う

に

注

意

し

て

く

だ

さ

い

。

玉

斗

は

風

冬

窃

と

な

る

の

で

、

日

和

に

下

．

う

り

て

す

。

．

植

菌

は

玉

切

後

、

す

ぐ

に

行

う

よ

り

の

古

命

が

切

れ

る

手

前

位

い

陀

採

取

し

て

、

．

検
討
し
て
か
ら
玉
切
り
に
か
か
っ
て
く
は
寒
が
明
け
て
、
き
び
し
い
寒
さ
が
済
ニ
ー
＝
一
目
天
日
忙
干
し
て
か
ら
乾
燥
す

だ

さ

い

。

．

ん

で

か

ら

の

厄

う

が

良

い

と

思

い

ま

す

。

．

る

と

黒

く

は

な

る

が

、

身

が

締

っ

た

良

一
、
完
口
の
ヒ
ビ
割
れ
皮
に
達
す
る
こ
寒
い
間
に
植
菌
を
し
た
け
れ
ば
な
ら
た
い
冬
毒
と
な
り
ま
十
，
0

と

。

／

s
場
合
は
仮
伏
せ
し
て
覆
い
を
充
分
陀
・
天
日
陀
干
す
と
ぎ
は
、
生
え
た
状
態
で

二
、
乾
材
部
で
、
表
皮
の
ヒ
ピ
が
認
め
・
使
用
し
、
菌
を
保
護
す
る
事
が
大
切
で
干
し
て
下
さ
い
。

．
 

．
 
今
年
の
様
な
年
は
冬
我
不
足
の
年
と
．

ら

れ

る

。

：

す

。

言
切
断
し
て
、
タ
ン
ニ
ン
固
定
の
輪
[
適
正
な
乾
燥
が
出
来
て
い
る
原
木
は
た
り
ヽ
冬
器
の
高
値
が
予
想
さ
れ
ま
す
o

・

か

か

か

る

。

．

し

い

た

け

菌

の

活

着

を

計

る

仮

伏

せ

、

四

、

緑

皮

が

な

く

な

る

。

五

庁

長

を

計

る

本

伏

せ

を

基

本

的

な

方

法

宜
、
切
断
し
て
材
部
に
ヒ
ビ
が
出
な
い
こ
で
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

か
少
々
出
る
。
（
切
断
後
五
分
位
で
[

ヒ
ビ
が
出
来
る
の
は
湿
度
が
高
い
も
]

の
で
あ
る
。
）

六
、
焼
却
す
れ
ば
蝸
色
を
帯
び
た
樹
液
[

が
出
る
。

~
今
年
度
森
林
組
合
で
は
楷
場
と
為
木

ら

共

進

合

を

2
月
ー

3
月
中
陀
実
施
す

・
ろ
こ
と
陀
な
り
注
し
た
。

~
今
か
ら
柵
綱
の
管
理
を
し
て
お
い
て

ニ
下
さ
い
。

林
業
改
良
指
導
員

椎
茸
楕
場
と

楕
木
の
共
進
会

に
つ
い
て

肱川土場木材相場表

長さ 未口経 すぎ ひのき まつ
4.0 m 7C而下 5 8 58l ! 松ペルプ材

8 上 6 0 59 1.5m~2.1加

l 12 II 5 0 93 未口6c吐
1 6 11 5 1 78 41 25円00銭

4.2 m 3 0 " 5 8 113 58 
3.C m 7 下 5 3 53 I軍）レプ材
｛ 
8 上 4 4 4 5 1.5切～2.Im

1 3 " 6 3 97 茉口6c址
3.2 m 16 11 6 3 92 20円0銭 I 
2.0 m 7下 2 2 22 

s 8 上 1 6 16 松箱材
1 6 II 2 4 28 25 2.1m 

2.1 m 3 0,, 3 5 40 32 未口14cm上

1. Om  12上 30円～38円

6 O加 ] 3 上 1 1~? 

6m以上l足場 1m囮付660-0 99u・:.: u 

本表は肱川町内の自動車土場の価格です。（オ当）

I故に運賃や市場手数料など差引いたものです。

原
木
に
つ
い
て

-・・・・・-・・・・・・・・・・:・・・・・・・・・
,. 
；バ

乾しいたけ相場表

し
い
た
け

県森連しいたけ共販売所に於ける相場

1．入札の月日 S 4 6, 1 2.2 7 

2．価格

高値 8;69 0円
（秋子）上香信2,9O 0,.._,3,6 0 0-
（春子）並香信2.4O 0,.._,2,7 0 0-
繹 CJ:)3,0 0--3.2 0 o-
大葉（パレ） 2,700円中心
どんこ 2.4O 0--2.6 0 0-
小葉ヽ ジャミ 1、400-1.800

安値 8 0 O円
3．概要

次回市1月12日。 1月27日です。

5日前位陀出荷して下さい。

9l. ，
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学校給食予定献立表

日 パン。牛乳 黄の食品 赤の食品 「；どりの食品

でんぷん。し炉淀う たんばく質 かいぷん・ピタミン
＇『一•一•

曜 働く力とをる 血。肉。骨忙なる 体の調子をよくする

1 おでん風煮 じゃがいも 里い

火 O L Oココア も こん匠ゃく

2 鯨串カッ 油ごま

水 ご吉和え さとう

3 厚あげの 油さとう さい

木 そ院ろ煮 マロニー ス

4 カレーンチュー じゃがいも マカ ぎ

金 ぶどうパン ロニ油 スツ

7 呑つねうどん うどん ぎ

月 はちみつ

8 じゃがいもの じゃがいも マロ 鶴ひぎ肉 ちくわ 1 人参 白さい

火 そ匠ろ煮 ニー油さとう グリンピース

， ぜんざい 白宝もち 小豆 くだもの

水 くだもの さとう 脱脂粉乳

10 ゅで卵 さつ注いも 卵豆腐油あげ 大根白さい

木 みそ汁 みそ わかめね宮

11 
建国記念日

金

14 スパゲッティ スバゲッティ 豚ひぎ肉 人参 キャベッ

月 ミートソース 袖 スモークミート た古ね蓉

はちみつ、 粉チーズ グリンビース

15 白身フライ 油 白身フライ みかん。もも

火 （ソース付） Iマカロニ スモークミート バイン ヰャベッ

フルーツサラダ 粉チーズ 三色寒天

16 いそ煮 じゃがい 袖あげ ℃しぶら ひじき 人参

水 OLOココア さとう か吉ぽこ クリンピース

17 卵雑炊 米 l卵鶏肉 人参大根

木 くだもの2分の1 ね苔 くだもの

18 大学いも さつまいも 油 ちくわ レーズン'

ゴ人と ウインナー さとう ごま ウィンナーソーセージ

21 中華そば 中華そば 豚肉ちくわ 人参た主ねぎ

月 はちみつ 油 キャベッねぎ

22 好き焼き風煮 じゃがいも こん 牛肉犀あげ た主ね苔白さい

火 忙ゃく マロニー ＇グリンピース
ー・一

23 ホワイトッチュー さつきい忠 マロ 牛肉粉チーズ 人参たまね昏，.

水 チーズバン ＝一油 脱脂粉乳 スイートコーンねぎ

24 親子煮 じゃがいも 油 鶏肉卵 ちくわ 人参白さい

木 さとう 油あげ グリンピース

25 白玉もち 白玉もち さとう 荏な粉豆腐 大根白さい

金 あぺ川 油あげみそ わかめね習

みそ汁
• -̂ 

28 焼巷そば 中華そば 豚肉 ちくわ 人参たまね智

月 はちみつ 油 キャベッね智

29 ムーンパイ ムーンバイ 油 スモークミート 人参キャベッ

火ャサイサラダ じゃがいも ‘マ 粉チーズ 白さいみかん

ロニー



．

を

行

な

う

こ

と

が

必

要

で

あ

十

日

、

建

設

委

員

会

忙

お

い

て

、

入

の

日

間

経

済

連

は

伊

：

る

。

＊
i

で
の
経
営
管
理
は
大
半
が
経
]
札
の
結
果
予
定
価
格
四
一
、

0
四

0
、
：
肉
セ
ン
ク
ー
で
肉
畜
見

．
験
と
ヵ
ン
陀
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
き
た
．

O
0
0円
に
最
も
近
い
、
四

0
｀
八

O
[
励
会
を
開
く
。

i
が
、
E
止
し
5
記
録
技
術
と
、
そ
れ
を
分
~
＂
系
続
の
共
販
と
近
代
的
創
育
経

.
O
、

0
0
0円
の
大
任
建
設
を
選
択
、

て

、

数

年

前

か

ら

は

千

万

円

を

陀

年

．
析
ナ
ろ
能
力
を
身
匹
つ
け
れ
ば
、
経
営
~
設
計
外
の
新
式
沖
電
気
の
電
話
根
の
取
」
宮
を
め
ざ
し

・
を
伸
ば
ナ
有
力
な
武
器
と
す
る
こ
と
が
：
付
、
そ
れ
か
ら
備
品
類
の
ホ
ー
ル
の
机
じ
め
た
預
託
牛
制
度
。
し
だ
い
に
末
貯
蓄
を
行
い
ま
し
た
が
、
六
億

お
る
し
多
頭
飼
育
農
家
も
増
．
四
千
二
百
万
円
（
九
六
％
）
の
好
成
績
‘

い

で

き

ろ

°

]

何

子

、

応

接

セ

ッ

ト

。

事

務

机

。

ロ

ッ

．

根

を

じ

め

て

い

る

。

を

上

げ

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

目

標

．
陀
帳
は
必
要
性
が
さ
け
ば
れ
な
が
ら
~
ヵ
。
書
棚
の
必
要
数
量
を
俯
え
る
こ
と
｀
え
は

・
実
符
さ
れ
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
記
~
を
条
件
陀
、
四
一
、
三
八

0
、

0
0
0
:

販
売
面
で
も
昔
な
じ
み
の
市
場
達
成
は
今
一
歩
成
り
ま
せ
ん
で
し
た
が

帳
の
目
的
と
、
そ
れ
を
生
か
す
方
法
が
円
で
エ
半
語
負
契
約
を
行
い
、
十
二
月
で
の
生
体
取
り
引
苔
か
ら
セ
ン
タ
悪
条
件
の
な
か
御
協
力
下
さ
い
ま
し
た

j
を
中
心
化
し
た
枝
肉
販
売
に
移
っ
組
合
員
の
皆
様
方
に
厚
く
森
礼
申
し
上

[
理
解
さ
れ
て
い
た
5

こ
と
に
間
題
が
あ
二
十
四
日
現
地
で
起
工
式
を
終
了
本
格

―

-

_

 

．
て
き
た
。
十
一
月
末
の
家
畜
市
場
[
り
ま
す
o

は
ニ
ク
ソ
ン
訪
．
年
あ
け
て
固
際
的
に
も
国
内
的
に
も
[

5

ん
。
記
卵
す
る
の
は
、
経
営
管
理
を
す
的
な
工
事
忙
は
い
り
ま
し
た
。

顧
み
ま
す

ル
シ
ョ
ッ
．
当
に
波
瀾
含
み
の
き
び
し
い
年
を
迎
；
e
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
経
営
改
善
匠
事
務
所
等
も
せ
主
く
な
何
か
と
御
不
で
の
販
売
は
二
千
七
百
七
十
頭
。

甲
声
明
か
ら
始
ま
っ
て
、
ド

購

売

部

ク
。
中
共
の
国
連
加
盟
。
沖
縄
返
速
問
．
え
た
よ
う
た
気
が
い
た
し
ま
す
。
こ
こ
•
生
か
さ
れ
だ
い
陀
帳
は
意
味
が
な
い
と
い
自
由
を
か
け
る
面
も
多
い
と
思
い
ま
す
．
食
肉
セ
ン
タ
ー
を
中
心
陀
し
た
販

題

。

印

バ

戦

争

、

そ

し

て

大

巾

な

円

の

匠

組

合

員

の

皆

様

と

と

も

に

心

か

ら

新

．

い

え

ろ

。

が

よ

ろ

し

く

御

協

力

い

た

だ

き

走

す

よ

売

は

七

千

頭

て

枝

肉

販

売

が

約

六

[
家
庭
用
消
化
器
推
進
に
つ
い
て
，
；
；

．
う
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
，
＂
，
割
を
占
め
て
い
る
。

切
り
上
げ
等
、
正
忙
騒
然
と
し
た
中
で

9

年
を
寿
ぎ
、
今
年
が
幸
い
な
年
で
あ
り
＂

]
経
済
連
は
こ
ん
ご
ま
す
ま
す
近
・
火
災
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
ま
し
て
農
協

幕

を

閉

じ

ま

し

た

。

又

農

業

全

般

胚

わ

ま

す

よ

う

祈

り

ま

し

て

、

新

し

い

ス

ク

雌

竺

林

会

館

建

設

た

り

、

ド

ル

ツ

ョ

ッ

ク

の

影

響

を

受

け

ー

ト

を

切

り

た

い

と

存

じ

ま

す

。

農

協

ヽ

．

畜

産

部

代

的

な

肉

牛

流

通

鰐

路

の

開

拓

を

．

で

は

家

庭

用

消

火

器

の

斡

旋

を

行

っ

て

ル
ド
チ
ュ
：
苓
り
ま
す
。
農
家
の
生
活
改
善
に
と
も

．
め
ざ
し
、
枝
肉
の
コ
ー

に
つ
し
て

更
に
は
気
候
不
順
匹
よ
る
農
産
物
の
不
i

の
各
事
業
推
進
に
つ
い
て
本
年
も
相
変
・

作

、

又

グ

レ

ー

プ

フ

ル

ー

ツ

な

ど

一

連

り

ま

せ

ず

御

協

力

い

た

だ

苔

ま

す

よ

う

兼

ね

て

計

画

推

進

中

の

農

林

会

館

建

設

師

走

か

ら

新

年

陀

か

け

て

は

肉

牛

の

會

ー

ン

を

進

め

て

い

く

。

な

い

家

庭

燃

料

も

プ

ロ

バ

ン

ガ

ス

や

、

・
逢
ょ
年
か
ら
始
め
た
食
肉
セ
ン
．
灯
油
等
を
多
く
使
用
す
る
よ
う
紀
変
っ

の
農
産
物
の
自
由
化
旋
風
、
米
の
大
巾
．
御
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
の
御
挨
．
陀
つ
い
て
は
、
町
当
局
の
特
別
な
御
配
」
需
要
叢
盛
期
忙
た
る
。
こ
と
し
も
き
ょ

タ
ー
の
見
本
市
と
共
励
会
も
消
費
]
て
き
花
し
た
。
特
に
農
業
用
と
し
て
も

た

生

産

調

整

等

の

重

大

た

関

題

が

相

つ

拶

と

い

た

し

ま

す

。

．

慮

を

5

た
だ
巻
去
ろ
十
二
月
十
二
日
匠
年
に
続
苔
肉
牛
の
価
格
は
比
較
高
値
．

霰
類
を
始
め
、
し
い
た
け
乾
燥
機
が
普

:
地
の
商
社
匠
充
分
陀
愛
媛
肉
牛
の

い

で

起

り

多

難

な

年

で

あ

り

ま

し

た

。

・

[

指

名

向

井

村

上

大

任

谷

・

い

て

い

る

。

一
寸
の
油
断
で
大
含
い
事
故

農
協
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
音
び
し
い

i

．

木

の

匠

よ

り

郵

便

の

入

札

i

よ

っ

て

十

二

八

日

」

価

値

を

知

っ

て

も

ら

う

こ

と

が

大

．

及

さ

れ

｀

合
た
ね
ら
い
。
〗
が
相
次
い
で
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
皆

農
業
情
勢
匹
対
処
す
る
充
分
な
体
制
作
．

り
に
組
合
負
の
皆
様
と
共
忙
あ
ら
ゆ
る
•
あ
わ
せ
て
県
・
さ
ん
の
ご
家
庭
て
ほ
油
等
は
安
全
な
処

努
力
を
い
た
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
~
内
の
生
産
者
」
に
保
管
さ
れ
て
お
る
と
思
い
ま
す
が
、

古

す

。

の

共

同

販

売

＂

こ

れ

等

化

学

燃

料

匠

よ

る

火

災

匠

は

水

を
ふ
る
い
ぉ
．
で
消
す
こ
と
は
難
か
く
し
、
台
所
や
作

こ
そ
う
と
す
・
業
場
陀
万
一
忙
備
え
て
化
学
燃
料
火
災

る
心
の
で
あ
：
を
防
ぐ
粉
末
消
火
器
を
是
非
一
台
置
い

ニ
て
頂
き
た
い
。
現
物
見
本
は
農
協
陀
あ

る
。
こ
と
し
の
＼
り
ま
す
の
で
御
連
絡
下
さ
い
。

出
品
肉
牛
は
い
粉
末
消
火
謡
バ
ロ
マ
ニ
型
二
千
円

め
す
十
頭
、
~
”
P
A
N

四
型
五
千
四
百
内

P
A
N
十

型

八

千

円

ーー

肉
牛
去
勢
―
―
―
i

（
次
晉
へ
）

十
頭
乳
用
：
そ
の
他
匠
も
各
種
あ
り
ま
す
。

牛
肥
育
十
頭
[

冒
□[
“
〗
ヽ
｀
胄
贔
穿
­

戸
口

の
あ
と
、
せ
~

り
に
よ
る
販

~
f

¥
＼
い
尺

売
が
行
な
わ
~

れ
た
。

ら忙なきも 酪だ陀経
上比いるにこ農けす営
げぺ°能‘れ家でぐ規
ててた力自かとはれ模を
い引とを分らは‘たがと
るきえ備ののいか飼拡り
か合ばえ経酪えな養大ま
どう‘て営農なら技すく
う収他いを家くず術る環
か益作な的はなしを陀
を物け確‘つももっ
｀やれに技てすつれ
酪他ば管術きぐてて
、農産た理とたれい
酪か業らでと。たる単し
..・・・・・・・・ダ．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ヽ

向し ら段る在たくる
をくそなをかのら判かに
見把れい購を自な断ど
出握に°ず把分いでう
ししは る握のしきか
てて自 こし経‘る
行‘分 と｀営そ能とす
くその がそのの力いる
‘れ経 でれ欠上をつこ
前か営 巻を陥忙もたと
向らの な解がたたこが
ぎ今実 け決どつたと有
の後績 れすこてけを利
ーのを ばる匠｀れ正で
経方正 た手あ現ばしあ
............ ・彎．．．．心・・・・・.....................・・・し、......

酪

新
年

の
記
帳
と

め
で
と
う
ご

い
ま り

山

内

利
ふ47、I、20

3建物所在地

4設計者

5．施 -T“ ／イ 者

ノIfi1"fl115←1 
1級建築技士虫井俊次

校山市木屋町1丁目 7~79 

肱川町農業協同組合

肱川町森林組合

会

木

本社八幡市大字矢野町 180-1

出張所大洲市三の丸83 8 

7施

1)構

2) 

3) 

8．エ

君几
n又

造

期

鉄筋コンクリート 1部 2階建

7 8 5. 5 4 m• (237, 63:1§F) 

1階事務所店舗外

4 3 3.1 1而(133.43坪）

2階

2 9 3. 8 3 m・ (8 a. 8 8坪）
犬走り 1 6,4 2而 (5.5 7坪）

計 74 3,3 6而 (22 7.8 8坪）

昭和46年 12月24日より

昭和47年 6月3O日まで

讐
璧
畜
旦

用

部

¥＼¥ 
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四
月
を
予
定

材

料

（

囮

人

分

）

0

ヌ
ー
ド
ル
エ
ッ
グ
グ
ラ
タ
ン

ゆ
で
う
ど
ん
：
三
百
二
十

g

卵
：
・
・
：
ヽ
・
・
・
四
個

ハ
ム
：

．．
 

彎
・
・
・
四
枚

喧
、
こ
し
ょ
う
、
サ
ラ
ダ
油
、
パ
セ

lJ

谷
口

宇
和
川
北
部

大
谷
方
面

谷
口
方
面

月
野
尾
森
や
ぶ

宇
和
川
南
部

宇
和
川
北
部

大谷月
ぶ

宇宇 予
定
日

i°

う
ど
ん
サ
ラ
ダ

ゆ
で
う
ど
ん
：
・
：

・
・
:
-
g

•A1.00g 

~
キ
ャ
ペ
ッ
：
·
·
:
9
.

i

ハ
ム
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
'
・
：
二
枚

[
―
-
．
ン
ジ
ン
：
・
・
・
・
・
・
ニ

0
9
一
個

甘

，
 
．． 
脅

．．．． 
鬱・・倉

．．
 

.
g
 

大
さ
じ
四

]
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
：
●
魯
：

ケ
チ
ャ
ッ
プ
：
・
・
：
大
さ
じ
ニ

こ
品
、
こ
し
ょ
う
、
サ
ラ
ダ
菜

•
土

化
学
調
味
料

：
が
、
い
き
の
と
こ
ろ

じ

て

森

い

し

て

□

し
て
い
る
。

安
の
タ
ペ
な
つ
か
[

し
の
歌
ま
つ
り
招
待
セ
ー
ル
推
進
を
行
．
米
の
収
穫
量
一
、

0
八
八
万

三

月

一

日

火

っ
て
お
り
ま
す
が
、
婦
人
部
の
皆
さ
ん
[
七
千
ト
ン

の

協

力

を

得

ま

し

て

、

大

方

は

消

費

さ

．

二

月

二

日

大

れ
主
し
た
が
、
少
々
残
っ
て
装
り
ま
す
d

山

中

農

相

臨

時

代

理

は

十

二

月

十

七

ニ

―

月

可

日

土

．

二

月

八

日

火

二
月
十
二
日
昼
夜
二
回
に
よ
る
開
演
匠
日
の
閣
議
で
四
十
六
年
産
水
陸
稲
の
収
[
二
月

0
日
木

是
非
参
加
い
た
だ
き
た
＜
均
願
い
致
し
．
穫
量
を
報
告
し
た
。

．

二

月

十

限

日

月

そ
れ
に
よ
る
と
、
収
穫
量
は
、
水
稲

ま
す
。
三
橋
美
智
也
、
春
日
八
郎
そ
の
]

『

陸

三

月

十

七

日

木

筏
か
有
名
人
紅
よ
る
シ
ョ
ー
を
御
期
待
一

,
o七
八
万
二
、

0
0
0ト
ン

二

月

十

九

日

土

下
さ
5

゜

扉

一

0
万
四
、
九

0
0ト
ン
、
水
陸
稲
ロ
二
月
二
十
二
日
火

事
誘
所
改
築
の
た
め
、
店
浦
利
用
そ
の
:
合
計
一
、

Cl
八
八
万
七
、

0
0
0ト
ン
．

二
月
二
十
四
日
木

他
で
大
変
御
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
二
で
あ
る
。
こ
の
収
穫
景
は
、
前
年
忙
比
―

二
月
二
十
九
日
火

注
ず
が
、
在
庫
品
不
足
す
る
場
合
も
起
．
べ
る
と
、
一
八

0
万
二
、

0
0
0
ト
ン

／
 

き
る
と
息
わ
れ
ま
す
。
予
約
申
込
書
は
／
少
な
く
、
ま
た
℃
生
産
調
整
が
実
施
ざ

で
ぎ
る
だ
け
早
目
忙
出
し
て
い
た
だ
＜
．
れ
て
い
な
か
っ
た
四
十
四
年
に
比
べ
る

ょ

う

だ

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

と

―

―

―

―

万

六

0
0
0
ト
ン
と
大
幅
に
減

ふ
ノ
し
、
昭
和
―
i

―
十
年
以
降
で
は
、
同
じ

二

月

四

日

金

大

I

[『
害
年
で
あ
っ
た
昭
和
―
―
-
+
l
年
を
下

二

月

十

日

木

お

や

ぷ

]
回
る
最
も
少
な
い
収
穫
量
と
な
っ
た
。

二

月

十

八

日

金

宇

和

川

農

政

の

動

ぎ

こ
れ
は
、
前
年
匹
引
つ
づ
い
て
米
の

ー

ニ

月

二

十

二

日

金

中

津

三

産

調

整

が

実

施

さ

れ

た

た

め

作

付

面

一

．

農

産

物

の

自

由

化

対

策

．

積

が

前

年

に

比

べ

て

七

％

、

四

十

四

年

i
1
9
 

"vc比
ベ
一
七
％
減
少
し
た
こ
と
と
、
ヒ

農
林
省
は
十
二
月
九
日
、
自
民
党
総
」
海
道
を
は
じ
め
北
日
本
を
中
心
と
し
た

う

ど

ん

を

見

な

お

す

。

う

ど

ん

サ

ラ

ダ

合
農
政
調
査
会
、
農
林
部
会
の
合
同
会
．
冷
害
や
関
東
以
西
の
地
方
陀
盆
け
る
台
[

＂
か
け
）

議
で
｀
円
対
策
八
項
目
に
関
連
し
た
農
]
風
被
害
等
の
た
め
作
柄
が
大
幅
匠
低
下

冒

産
物
の
輸
入
自
由
化
品
目
と
そ
れ
陀
~
し
た
こ
と
匠
よ
る
。

句
ど
ん
の
森
い
し
い
季
節
と
な
り
ま
ら
3
キ
ャ
ペ
ッ
と
ニ
ン
ジ
ン
は
、

と
も
な
う
財
政
｀
関
税
措
耀
左
ど
の
対
．
水
稲
は
、
北
海
道
で
は
冷
害
の
た
め

し
た
。
お
つ
ゆ
の
た
っ
ぷ
り
し
た
う
ど
忙
し
、
腕
く
塩
を
し
て
、
ツ
ン
ナ
リ
さ

を

説

明

、

了

承

を

え

た

。

：

作

柄

が

登

わ

め

て

不

良

で

あ

り

、

そ

の

．
 
．
 ん
忠
ね
い
し
い
も
の
で
す
が
、
汁
物
陀
：
せ
る
。

自
由
化
品
目
は
、
①
ハ
ム
、
ペ
ー
コ
：
他
の
他
城
で
も
八
月
中
旬
以
降
か
ら
九
．

の
牛
豚
肉
、
②
精
製
糖
月
上
旬
陀
か
け
て
の
低
温
、
ひ
照
り
と
あ
昏
た
と
苔
の
う
ど
ん
の
利
用
法
を
考

(
3
ハ
ム
は
用
心
の
た
め
、
フ
ラ
イ
パ
ン

え
て
み
主
し
た
。
や
さ
い
の
残
り
を
利
二
で
両
面
焼
登
し
r

千
切
り
に
し
て
お
く

糖
、
③
配
合
飼
料
、
④
i

相
つ
い
で
来
襲
し
た
台
風
紀
よ
る
風
水
・
用
し
て
か
ん
た
ん
陀
お
い
し
く
い
た
だ
〔
③
う
ど
ん
は
水
で
さ
っ
と
洗
い
筏
ぐ
し

．
害
や
病
害
の
た
め
、
登
熟
が
阻
害
さ
れ
、
[

ト
マ
ト
ヘ
ー
ス
ト
・

げ
ま
。
〗
水
気
を
よ
く
切
り
、
こ
し
ょ
う
を
ふ
り
、

自
由
化
忙
よ
る
対
策
と
[
昭
和
三
+
年
以
降
で
は
最
下
位
の
作
柄
●

]
適
当
な
長
さ
忙
切
る
。

の
引
上
げ
と
不
足
払
い
[
と
な
つ
た
り

i

よ

っ

て

国

内

農

業

を

保

]

陸

稲

は

、

東

海

お

よ

び

九

州

地

方

の

④

以

上

の

材

料

す

ぺ

て

速

ぜ

、

マ

ヨ

ネ~
ー
ズ
と
ケ
チ
ャ
ッ
プ
を
合
わ
せ
た
忍
の
．

し
て
お
り
、
関
税
措
置

□作
柄
は
平
年
並
み
で
あ
っ
た
が
、
東
北

i

で
和
え
ろ
。

く
開
か
れ
る
関
税
率
慶
地
方
は
冷
害
忙
よ
り
、
克
た
作
付
而
積

⑤
サ
ラ
ダ
菜
注
た
は
レ
タ
ス
の
上
に
盛
[

れ

る

°

}

の

多

い

関

東

地

方

は

干

害

の

た

め

、

と

り
ゆ
で
卵
の
み
じ
り
を
か
け
る
。
~

の
時
期
は
、
対
策
と
の
i

も

陀

く

不

良

で

あ

の

で

、

は

き

わ

め

と

っ

す
る
方
針
で
あ
る
~

お

、

あ

っ

た

か

く

て

お

い

し
い
う
ど
ん
は
い
か
が
で
す
か
。
特

に
我
が
家
で
は
、
残
り
も
の
の
や
さ

い
な
ど
、
た
っ
ぷ
り
に
こ
み
、
肉
、

．
―
-
ラ
、
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
も
和
え
、
独

特
の
味
に
仕
上
げ
ま
す
。

可
①
中
華
ナ
ベ
に
油
を
熱
し
，
乱
切
り

(
0
ニ
ン
ニ
ク
。
ニ
ラ
。
ひ
を
肉
。
モ

レ

：

ヤ

シ

。

そ

の

他

や

さ

い

何

で

も

入

れ

j
 

0

ヌ
ー
ト

冒

幅

く

塩

Q

こ
し
ょ
う
す
る

①

グ

ラ

タ

ン

皿

匠

バ

タ

ー

ぬ

る

が

②

そ

こ

へ

、

う

ど

ん

を

い

れ

、

ざ

っ

②
大
さ
じ
二
の
パ
タ
ー
ま
た
は
サ
ラ
ダ
と
、
一
諸
に
い
た
め
、
お
湯
を
注
ぐ
。

油
を
熱
し
、
千
切
り
ハ
ム
と
う
ど
ん
‘
③
塩
。
こ
し
ょ
う
。
化
学
調
味
料
で

バ
セ
リ
の
み
じ
ん
切
り
を
入
れ
い
た
め
、
．
味
を
整
え
、
で
き
あ
が
り
。

塩
。
こ
し
ょ
う
で
味
つ
け
を
す
る
。
か
ん
た
ん
で
、
や
さ
い
の
整
理
も
で

③
②
を
グ
ラ
タ
ン
皿
忙
入
れ
、
ま
ん
中
學
き
ま
す
し
、

II

ボ
カ
ポ
カ
暖
ま
る
お

を
く
ぼ
ま
せ
、
生
卵
を
尊
と
し
、
そ
の
夜
食
fl

の
森
す
ナ
め
品
で
す
。

材

料

一

人

前

上
匠
オ
イ
ル
を
軽
く
か
け
る
。

④
高
淵
の
オ
ー
プ
ン
て
焼
く
が
、
オ
ー
中
華
風
う
ど
ん

プ
ン
が
た
い
場
合
は
、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
＂
ゆ
で
う
ど
ん

の
皿
を
用
い
て
同
様
に
し
、
フ
ラ
イ
バ
~
（
太
い
も
の
）
：
・
・
ニ

o
o
g

ン
で
、
フ
タ
を
し
て
焼
き
ま
す
。
ひ
巻
肉
：
・
魚
●
傘
●
崎
・
・
百

0
9

〗
モ
ヤ
シ
：
．．． 
；

：

令

五

0
9

三

ラ

：

：

六

分

の

一

束

]
ニ
ン
ニ
ク
：
二
分
の
一
か
け

そ
の
他
や
さ
い
（
ネ
ギ

虞
。
こ
し
．
ょ
う
。
油
。

調
味
料

ッ
グ
グ
ラ
タ
ン

り

（
オ
ー
ロ
ラ
ソ
ー
ス

0

中
華
風
う
ど
ん

＂ 

の 屈＼化は 氾 ヘ 柱ゞヨ 下 ＼ ＼ 
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